
２月の行事予定

３日（金） まめまき

４日(土) 持久走大会(９時～)

６日(月) 持久走大会予備日

８日(水) 卒園生写真撮影

１４日(火) ２月誕生会

１５日(水) 冬の一日遠足 弁当日

２２日（水） 弁当日

２８日（火） シオンの仲間大会

今月の聖句 「私を熱心にさがす者は わたしを見つける」
箴言８：１７

まず、「私」とは天地創造の父なる神、イエス・キリストを私たち人間に遣わした方のこと。
新約聖書のなかに上記と同じような意味で、次のような言葉があります。「求めなさい。そう
すれば、与えられる。捜しなさい。そうすれば、見つかる。門をたたきなさい。そうすれば、開かれ
る。」（マタイ福音書７：７のイエス・キリストのことば）。
志を建て、熱心に求め ,探す者はついにその目的を達成します。標記のお言葉で、

「私」とあるのは天地創造の神様のこと。神を知ることは人生の最大級の恵みです。「困
難」に直面するとき、神の慰めと励ましがあります。「いじめ」にあうとき、神の励ましと勇気を
受けます。
「自分の命のことで何を食べようか何を飲もうかと、また自分の体のことで何を着ようかと

思い悩むな。命は食べ物より大切であり、体は衣服より大切ではないか。」（マタイ福音書
６：２５）「何よりもまず、神の国と神の義を求めなさい。そうすれば、これらのものは加えて与え
られる」（マタイ福音書６：３８）。 神を知ることは人生の最大の祝福なのです。

前理事長 池田公榮
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２・３号認定児
新規入園申込受付期間

１／３１（火）～２／３（金）
定員に限りがあります。お早めに市
福祉事務所へお申込み下さい！
必要書類は園にもございます。

３月の行事予定

１日（水） 保育参観（すみれ・たんぽぽ）

２日（木） 保育参観（あじさい・こすもす）

７日（火） ３月生まれ誕生会

８日（水） ※弁当日

１５日（水） お別れバイキング

１８日（土） 卒園式（午前保育）
２２日（水） 修了式
３０・３１日 新学期準備のため休園

寒い日が続いていますね。寒くなると、ついつい体を丸めて

しまいがちになってしまいます。子どもたちに負けないよう、寒

さに向かって背中を伸ばしていきたいと思います。

私事で恐縮ですが、二人の娘がいます。長女は妹思いの甘え

ん坊で、ちょっとしたことで涙が出てしまう３歳児。次女は身体

を動かすことが好きなおてんばな１歳児。朝は、毎日時間との闘

いです。ついつい、「早く！」が口癖になってしまっているよう

です。いつもバタバタしていてなかなか話す時間も取れません

が、帰宅すると、娘たちの話を聞く時間をゆっくり過ごしていま

す。ここぞとばかりに、こども園であった話、お友だちの話、何

かが出来るようになった話などをたくさんしてくれます。慌た

だしい日々の中で、こうやって会話を楽しんでいる時間が何よ

り大好きです。

布団の中に入り、「ママ、手をつなごう！」と言う長女。それ

をまねて「ママ、手をつなごう！」と続く次女。そして、「ママ！

おしごとよくがんばりました！」と、手をギュッと握って眠ってい

きます。その寝顔を見ながら「明日も頑張るぞ！」とパワーを

充電していく日々を過ごしています。

職場でも、たくさんのかわいい子どもたちに囲まれて仕事を

させていただいてます。出来たことを喜んだり、出来ないこと

に涙し、苦戦しながら何度もチャレンジしている姿を見守り、成

長を楽しんでいます。毎朝、毎夕お迎えに来られるお母さんや

お父さんの姿を拝見しながら、仕事と子育ての両立に頑張って

らっしゃる姿に敬服するばかりです。お迎えに来てもらったとき

のあの嬉しそうなお顔。当たり前のことですが、やっぱりお父さ

んお母さんの存在が一番ですね！おゆうぎ会の後に、「よく頑

張ったね！ギュ～！」をいっぱい見かけて、とても嬉しかったで

す。互いの笑顔が互いの頑張れるエネルギーの素！ゆったりと

した時間を大切に過ごしてくださいね。 持田

いよいよ３がっき！こあらグループのおともだちは、すこしずつ１ねんせいになるじゅんびをしよう！できなくてもだいじょう

ぶだよ！できたらかっこいいし、しっているとべんりなこと。じぶんでかんがえてチャレンジしてみよう！

お知らせ
先般実施しましたお年玉募金にて

13,241円集まりました。貧困対策等

に役立てられるよう日本国際饑餓対

策機構に送金致します。皆様のご協

力を心から感謝申し上げます。

２０１６年度 年主題〈平和をともに〉
1･2歳児２月主題 ｢信じて｣ 3･4･5歳児２月主題 「信頼」
月のねがい 月のねがい
◎たくさんのいのちが春を待っていることを知り、 ◎神さまが寒さの中でも守られているいのちを知る

守ってくださる神さまに感謝する ◎繰り返し取り組む中で、子どもなりの「なるほど」と

◎保育者や友だちとことばのやりとりをして遊ぶことを楽しむ 思うことを見つけたり、コツをつかんだりする

◎異年齢の子どもたちに関心をもつ ◎友だちと共通のイメージをもち、伝え合ったり、

◎全身を動かしたり、手や指を十分に使って遊ぶ 話し合ったりしながら遊びを作り出す

◎お互いの違いを認めつつ、助け合える喜びを感じる


